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Maki ONISHI 

Yoshinobu SHIMOYAMA 

TAKEYANIA S丁UDIO

"POESY x ARCHITECTURE" 

学部の4回生は毎年「スタジオコース」と呼ばれる設計演習課題に取リ組む

In the 1,th grade, undergraduate students take the design class called 

ことになる。

'studio course' 

それぞれの担当教官が独自のテーマを設定し、学生はそのテーマに応じて、

Each professor sets up his original subject, and students selen freely 

自らの望むコースを所属する研究室に関係なく自由に選択するといった、い

regardness of their laboratory 

わば卒業設計の前哨戦だ。

These studios, so called, are'the preliminary skirmish'of diploma projects 

その様々な作品の中から、 4コース 7名の作品をここに紹介する。

We will introduce 7 works among the various courses 

Taku NISHIKAWA 

丁AKAMA丁SUSTUDIO 

，'SIしENCEAND VERBOSITY" 

Junichi SAGA 

l<ensuke HOTT A 

MUN EMOTO STUDIO 

"SCENARY AND ARCHITECTURE IN TIME" 

Takuya OTA 

Yuki HYAKUDA 

MON-NAI S丁UDIO

"CITY AND ARCHITECTURE" 
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配のある

一人の男性のための家。

一人で住んでいるのだけ

れど、何かの気配に満ち

ている家。三枚の壁とそ

の向こうで踊っている影

と、光く）壁は白。陶器の

ような冷たさ。井戸の底

から空を眺めるような、

ぼんやりとした光。

Maki Onishi Takeyama  S t u d i a 



1. 脱衣所・トイレ 2.キッチン 3 風呂

4. 庭5.はなれ6.エントランスホール
7. リビング・ダイニング

plan 1F 1/200 

I. 寝室2.吹抜3.廊下

plan 2F 1/200 

L 

0 6 , 0 7 

1. ライプラリ 2 吹抜3.廊下 4.アトリエ
5. デューラー銅版画

plan 3F 1/200 
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I . ~~flfll~1, 
6.00 p.m. 毎日、日の入りとともに彼はこの世に生まれおちる

彼は少し人と異なっていた

「自閉症」

人と交わるのが苦手だった

独りを好んだ

毎日の些細な行動の変化が苦癖だった

毎日のル-・・ティ・→ンがここるの支えだった

太隔が嫌いだった

太隠は彼には明るすぎた

寝ることを拒絶した

目を閉じると不安でたまらなかった

彼には時折、訪問者があ•,た

春には蝶

梅雨には雨音

秋には落ち葉

冬には雷が

中でも早い壱""の木を寵愛した

寝ることと終わりは彼にとって等しい

彼の人生は夜、花開き、日の出とともにまた露へと戻る

夜咲く螢の家

YoshinobuSHIMOYAMA Takevama  Studio 
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光のプランニング 林立する監によって品"太陵光を究め、夜は自己の存在を主翌する光を放つ

LJFESYCLE 

生活咬にとって一日は一生であり、毎日生まれ変わる

SEASON 

奴が疾締の移るい 改が琺—ー発しむ哀化とは様の器涸から笞くわずかばかりの友人たち0ささやきである
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TakuNISHIKAWA Takamatsu  Studio 
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欠伸建築
愛知県蒲郡市は、三河湾に臨んで開けた風兄明媚の土地である。

白砂青松の海岸線、沖合には緑の小島——竹島がぽっかりと浮かぶ。
市内各所に湧く温泉、竹島弁財天への参拝客、丘の上にはレトロなホテルー景勝地として通ったこの地の景観も、戦後の沿岸閲発により様変わりした。

砂浜や塩田は埋め立てられ、海岸線はコンクリートの護岸で固められた。
かつて参拝客は船で渡り、巳年の大祭のときにのみ仮設の木製橋が架けられたという竹島へは、コンクリートの剛直な橋が一直線に伸びる。

柔らかに時間と応答し合ってきた風景は、今や硬直化しつつある。

硬直化し、褪色していく風景のなかに、時間を呼吸する建築を挿入する。

度重なる開発により戦後急速に構造付けられていった風景を、絶えず変化しながら立ち現れるひとつひとつの情景へと還元すること。

具体的には、潮の干満に応じて開＜／防じる建築を計画する。

海面に浮かぶ長大な浮体構造は、水位の変化に応じて上昇・下降を繰り返す。
蛇行しながら連続するマストに支えられた屋根構造は、その一端を岸壁に固定され、浮体構造の漂流を防ぐ。

満ち潮によって建築が上昇すれば、構造体が跳ね上げられ、膜屋根は欠伸をするかのように膨張し、引き潮とともに収縮する。

空間の膨張・収縮とともに、風景の見え方も多様に変化する。
光も、風も、波の音も、絶えず連続的に変化し、その時間、その時間において二度と現象することのない情景を創り出す。

lunichi SAGA. M u n e m o t o  Studio 





サハラ砂漠の南、チャド湖が危ない。湖の水位が浅く、平坦なため湖岸船が変化し易い。

チャド湖に接するチャド、ニジェールナイジェリア、カメルーンの四カ国はいづれもこ
の湖の豊富な水を狙っていた。チャド湖を制するものが近隣を制すといわれ、互いに覇
を争った。ナイジェリアでは「南チャド開発計画」ひとつだけでも一兆円近い開発費を
投じたが、その灌漑設備は未利用のまま放置されている。ほかの国の開発プロジェクト
も成功した例を見ない。

1973年、水をたたえた青いチャド湖は日本の四国と同じくらいの大きな湖だった。

9年後の1982年。湖の北半分は赤茶色に変わってしまった。水が干上がり、植物が生え
ていることを示している。

1984年。ほとんどの沼地が消失し、チャド湖は10年あまりの間に十分の一になってしま
った。この二、三年で湖岸線はバガ村から80キロメートルも後退したという。場所によ
っては、一年に50キロメートルもの速さで南に拡大するサハラ砂漠に、チャド湖は確実
に飲み込まれようとしている。

チャド湖の湖岸線の変化とともに漁村の人々も移住している。ただし、厳しい自然状態
のなかで、漁村は漁村として生きてゆくほかなく、仕方なしに移動しているといっても
よいかもしれない。魚が取れないと生きて行けないのである。現在の村は劣悪な住環境

である。砂地に杭を立ててテントを張るだけという簡素なものである。
そこで、バガ村をモデルにして湖岸線に沿って動く村を建築化する。ただ、建築は作っ
てしまえば邪魔になる。その砂漠の民のノマディックな生活を邪魔するものであっては
ならない。動きを阻害せずに建築を作るには、

・移動できる、あるいはいくらでも作り足せる建築 ・ロ・組積工法あるいは

セルフビルド
ロ作っても解体が容易、あるいはそのままにしておける建築 .. ・放置しても腐食
．又、その遺物が周りにとって負荷にならない仕掛け ・は＂風化、腐食

以上のような条件から生分解性プラスチックを使用した、組積構造を提案する。ここで
は生分解性プラスチックでできた容器のなかに、土壌改善の効果も期待できるピートを
砂と混ぜ合わせて封入する。これによって、構造材としては圧縮に強くなる。しかも一
定期間後には、その外壁だけが朽ちて因何もなかったかのごとく建築が消滅するのであ
る。それどころか、土壌改善の働きがうまく運んだとすると、その軌跡には緑が繁殖し、
家畜を養うことが可能になり、さらにうまく運べば、農耕も可能かも知れない。物事は
そのようにすべて順調に進むとは限らないが、少なくとも、環境に対して負荷にはなら
ない。

生分解性プラスチックで作ったブロックに砂とピートを封入する。これがすべての部材
を構成する。生分解性プラスチックとは微生物などの酵素によって分解され、最終的に
は二酸化炭素と水に分解されるプラスチックのことである。ピートとは泥炭のことであ

る。植物が水面下で緩慢な分解過程をたどり生成されたといわれている。熱帯地方にも
かなりの量が埋蔵されていることが明らかになってきた。

ピートの性質

・天然の有機高分子フミン酸を含み、酸性である。砂漠はアルカ
リ性土嬢で植物が育ちにくく、これが中和剤として働く。

・保水性があるので、植物の生育に必要な水分を保持し、
同時に地下への無用な水の浸透を防ぐ作用がある。これは、蒸
発による水の損失を減らすとともに塩害を抑制することにもな
る。

ロフミン酸やその他の成分には極基性が多量にあり、肥料成分を
吸着保持する性質がある。

・地球上におよそ500億トン存在し、ほとんどが利用されていない。

図のように継続的に建設が行われ、漸進していくと同時に後ろは腐って
いく。定期間後には、その外壁だけが朽ちて、何もなかったかのごとく
建築が消滅するのである。それどころか、土壌改善の働きがうまく運ん
だとすると、その軌跡には緑が繁殖し、家畜を養うことが可能になり、
さらにうまく運べば、農耕も可能かも知れない。

KensukeHOTT/¥ Munemoto Studio 

Peet 

Part 1 建設部分。村人が村のプラントで作ったブロックを、セル
で組み立てていっている。その間にも湖岸線は後退して行
ので、仕事は尽きない。

Part 2 港部分。主要産業である漁業の港及び売買が行われている

に付随して、様々な商業が行われている。又同時にプラス
ラントが稼動している。

Part 3 街区部分。人々が思い思いの場所を陣取って、シェルター

計画としては形を提案しているがへ実際は、そのデザイン
どその村に託すべきだとおもわれる。

Part 4 腐食部分。腐らせる為に屋根を除く。紫外線がその材質の
進する。ただし周辺の防砂壁だけは最後まで残る。この場
防砂林がその機能を発揮できるまでの発育期間として、一

Part 5 緑化部分。ピートによって改良された土壌はいきなりは窓
らないだろうが、乾燥に強い低木程度は持続可能な状態に
もちろん灌漑は必要ではあるが、ピートによってその保水
に上がっているので、その量は少なくてすむとおもわれる
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分解のメカニズム 1段階・・・プラスチック中のデンプンに菌などの微生物が接触し、

国体から分泌される酵素により分解され消化される。残
ったプラスチックは穴が開いた状態になる。

2段階．．．含まれている自動酸化剤が土中または水中の金属塩と反

応して過酸化物を生成し、これがプラスチックを構成す
る分子の鎖を切断する。

3段階。・・ポリマーは分子鎖の切断によってオリゴマーと呼ばれる
比較的霊合度の低いポリマーになりやがてさらに低分子

星の物質となる。
（ポリエチレンのような直鎖状炭化水素は分子豆が500
以下になるとカビの生成を支持する。）

stage I 接触環境にさえ注意すれは貯蔵中に分解がはじまることは防げる

stage2 紫外線による劣化により、主に上部から分解が始まる

stage3 表面の劣化の進み具合により種まきをする。食用などのためにナッ
メヤシ等が考えられる

stage4 幼木の期間は当然灌漑が必要だがピートによってその量は少なくて
済むと考えられる。また、プラスチックが中期的に土壌の流出を防
止する

stage5 プラスチック分解後もピートがアルカリ性土壊を土壌を中和し、フ
ミン酸が保水剤として機能し、土壌を改善し続ける
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□ sitel : 弥栄会館

□ program: 休憩所

敷地は弥栄会館前の壁と物置小屋、細長い敷地の形状，

ら、道行く人がふと休める休憩所を計面した。
壁の隙間から緑の風が吹いたり匂いがする場所で一休，

そんな緑との関わり方。

□ site2 : 正伝永源院

口program: キャフリー

永源院前の駐輪場にギャラリーを計画。ここでは壁の
間は人が通れるほどのスケールになる。
壁の角度、人の立つ場所により緑と作品だけの場所、

市と緑が感じられる場所になったり、人が動くことに
り緑地との関係が変わってゆく。

□ site3: 建仁寺禅居庵

□ program: 小劇場

この敷地では奥行きがあることから小さな舞台を計匝

る。
ここでは壁自体の可変性により、その場の空間その見

が変化する。
ハレの舞台に現れる都市の緑の小劇場。





ニワノモリ

ibrary 

room 

- - _J 

S t u d i o 



喫

j

ー 8 ー， 



ポ 言葉は足場である。

王 ロゴスとは足場である。
‘’ ✓ 

そこからエロスが立ち上ら

ねばならない。

放き解がス卜ナ夕ま．
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たれねばならない。

これらは過剰であり、狂気

である。

ただどちらも言葉によって、

ロゴスによって、人間が背負い込

まされてきた過剰である。

人間は自然でありまた自然からず

れている。

沈黙 時に、人をして沈黙を強い

と る建築があリ、かつ、人を

讐
して饒舌へと誘う建築があ

る。時に、それ自身が沈黙
ヽ
松高 以外のなにものでもない建

築があリ、かつ、めくるめ
ス
ジタ くほどに饒舌な建築がある。

建築の現れ、「様相」若し

才 くは「様態」と記述する以

外に無いそのような総体を、「シ

ステム」や「体系」で補捉するこ

となど不可能である。

時 誰も逃れることの出来ない

間 平等に覆いかぶさる硬直化
の
中 した時閤のもとで建築を

の 考えるとき、建築設計では

風景 「時間」の閻題をあいまい

と にしてきた。つまリ、時間

建,工フ,,芥', し を拘束することで時間のも

ヽ つ多様性を単一化し、その
c=; 

菜 多様庄を忘れ去ったのであ

ス る。そこでは、建築は部分

夕
に分解ざれ、また再構築さジ

才 れるのである。このような

都市 21世紀を迎えて、大量生

と 産・大露消費を基調とした

建築 デザインが行き詰まリ、環

境や社会の制約条件などを
＼ 

~ 
考慮して、嘔広い要求を質

的に満足するデザインヘの

ス
ジタ 転換が求められている。そ

こでは、デザインを「人間

才 と環境との関係に変化をも

たらす」営みとして理解し、個々

の人工物のデザインにとどまらず、

人工物相互の関係や人工物と環

過剰に立ち上るもの。

ごれがポエジーである。

ポエジーはロゴスの足場から身を

乗り出し、羽ばたき、落ちる。

足場はポエジーのダンスの出発点だ。

足場がなければ始まらないが、足

場はただに始まリに過ぎない。

人間はロゴスの足場を築く。

足場は論理である。

足場のみを辿って満足な人間もいる。

しかし多くの人間は足場からの飛

翔を試みる。

あるいは飛翔を憧れる。

組み上げられた足場が解体ざれた

ときに、建築というポエジーが姿

を現すことだろう。

とはいえ、いや、むしろであるが 増殖を繰リ返し、肥大化した建築 境・人間との開係に配慮すること

ゆえに、建築を人間と共に在らし の風景の典型をニュータウンなど によリ、豊かな環境・社会システ

めることへと開く営為、即ち「設 に見ることが出来る。 ムをデザインすることが求められ

計」は不毛でも不可能でもない。 この課題では、硬直化した時間と ている。

は異なる位相をもつ「時間」、た 都市の中の建築は、他の人工物や

とえば「風化」「うつろい」「仮 人間・環境とのネットワークを形

設」「不可視」など時間の様々な 成する結節点として存在する。こ

様相をキーワードに、場所や対象 のスタジオでは、「都市と建築」

を自由に設定して、風景と建築を のダイナミックな間係に焦点を結

間い直す。 び、京都という都市をフィー）レ

ドとして、ミクロな建築をデザイ

ンすることによって、マクロな都

市をデザインする可能性を探求し、

「都市空間に魅力的な場所と風景

を創発する新しいタイプの建築

（の集合）」のデザインを探求する。

From Studio Course 
I 




